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本　

多　

ま
り
え

は
じ
め
に　

日
本
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
明
治
時
代

初
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
作
品
を
舞
台
で
見
る
よ
り
も
、
本
や
新

聞
・
雑
誌
で
翻
訳
や
翻
案
を
読
む
方
が
主
流
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
時
代
に
は
ま
だ
上
演
用
の
翻
訳
が
な
く
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
演

出
で
き
る
監
督
も
、
演
じ
ら
れ
る
役
者
も
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
明
治
期

に
は
い
く
つ
か
舞
台
上
演
は
あ
っ
た
が
、
日
本
を
舞
台
と
す
る
翻
案
作
品

が
多
か
っ
た
。
明
治
末
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作

に
基
づ
く
翻
訳
劇
が
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
最
初
の
も
の
が
、

一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
に
帝
国
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
文
芸
協
会
の『
ハ

ム
レ
ッ
ト
』
で
、
協
会
責
任
者
の
坪
内
逍
遥
が
翻
訳
と
演
出
を
行
っ
た
。

明
治
時
代
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
読
者
層
は
不
明
だ
が
、
女
性
が
か
な

り
の
数
い
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
三
宅
花
圃
の
女
学
生
小
説
『
藪
の
鶯
』

（
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
）
の
中
で
、
跡
見
塾
の
女
学
生
が
「
あ
の
セ

ク
ス
ピ
ア
が
顔
の
皮
の
厚
い
女
は
。
男
の
女
ら
し
い
の
と
同
じ
こ
と
で
。

好
ま
し
く
な
い
も
の
だ
と
申
し
ま
し
た
し
」（
五
四
）
と
述
べ
る
。一
ま
た
、

浅
野
馮
虚
訳
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』（
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
）
の
序
で
、

「
小
説
愛
読
者
」
の
女
性
が
「
訳
者
」
に
「
翻
訳
も
の
と
い
う
と
、
大
抵
皆

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
、
読
み
難
く
く
て
、
面
白
く
な
く
て
、
睡
気
が
さ
し
て
、

肩
が
張
り
ま
す
か
ら
、
折
角
買
っ
て
も
、
二
三
枚
読
む
ん
で
止
め
て
仕
舞

い
ま
す
わ
。
こ
の
脚
本
は
ス
ラ
ス
ラ
書
い
て
あ
っ
て
？
」
と
尋
ね
る
（
川

戸
・
榊
原 

一
三
四
）。

こ
の
時
代
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
読
ん
で
い
た
女
性
が
少
な
か
ら
ず
い

た
こ
と
は
、
女
性
向
け
の
新
聞
・
雑
誌
か
ら
も
窺
え
る
。
川
戸
道
昭
編

『
明
治
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
の
目
録
に
よ
る
と
、
明
治
期
の
女
性
向
け
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の
新
聞
・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
翻
訳
・
翻
案
は
一
二

点
あ
る
。
こ
こ
に
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
女
学
雑
誌
』
の
『
女
子
読

本
』
第
一
章
の
「
両
親
に
対
す
る
務
め
」
も
、『
リ
ア
王
』
の
翻
案
で
あ
る

（
宮
下 
一
〇
）。
こ
れ
を
含
め
る
と
計
一
三
点
と
な
り
、
こ
の
内
最
も
数

が
多
い
の
は
『
リ
ア
王
』（
四
点
）
で
あ
る
。
以
下
、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
三

点
）、『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』（
一
点
）、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

（
一
点
）、『
マ
ク
ベ
ス
』（
一
点
）、『
シ
ン
ベ
リ
ン
』（
一
点
）、『
テ
ン
ペ
ス

ト
』（
一
点
）、『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ー
ニ
ス
』（
一
点
）
の
順
と
な
る
。

『
リ
ア
王
』
が
最
多
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
本
作
品
が
当
時
の
女
学

校
で
英
語
学
習
の
教
材
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。二
つ
ま
り
、
女
学
生
読
者
に
と
っ
て
馴
染
み
が
あ
っ
た
の
だ
。三

ま
た
、
逍
遥
に
よ
る
と
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
は
明
治
三
〇
年
代
以
降
、

「
諸
処
の
学
校
で
英
語
練
習
の
一
法
と
し
て
」
演
じ
ら
れ
た
（
川
戸
・
榊

原 

二
七
〇
）。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』

に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
だ
。
本
作
品
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
三
月

発
行
の
雑
誌
『
女
学
世
界
』（
正
確
に
は
増
刊
号
の
『
女
学
校
生
活
』）
に
掲

載
さ
れ
た
。
正
式
な
作
品
名
は
、『
成
女
学
校
記
念
会
余
興 
コ
ル
デ
リ
ア

姫  (

沙
翁
作
「
キ
ン
グ
、
リ
ア
」
の
一
節)

』
で
あ
る
。
作
者
の
宮
田
素
庵

こ
と
宮
田
脩
は
、
執
筆
当
時
は
「
成
女
学
校
」（
現
・
成
女
学
園
中
学
校
、

成
女
高
等
学
校
）
の
講
師
だ
っ
た
。
宮
田
は
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲

田
大
学
）
を
出
た
後
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
成
女
学
校
の
講
師

と
な
り
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
「
成
女
高
等
女
学
校
」
へ
の
改

称
に
伴
い
校
長
と
な
り
、
亡
く
な
る
ま
で
校
長
を
務
め
た
（
神
辺 

一
二
）。

宮
田
は
『
良
妻
賢
母
論
』（
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
）
な
ど
女
子
教
育
論

を
多
数
書
い
て
お
り
、
男
女
平
等
や
人
格
主
義
に
基
づ
く
リ
ベ
ラ
ル
な
教

育
を
目
指
し
て
い
た
。
実
際
、
成
女
は
生
徒
の
自
主
や
自
治
を
育
む
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
し

く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、『
リ
ア
王
』
が
英
語
の
授
業
で
学
習
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
の
序
文
に
は
、
本
作
品
は
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）

年
一
一
月
に
、「
成
女
学
校
の
記
念
会
で
催
し
た
余
興
対
話
の
材
料
と
し

て
」
使
用
さ
れ
た
と
あ
り
、『
リ
ア
王
』
の
第
一
幕
第
一
場
の
み
を
扱
っ
た

翻
案
で
あ
っ
た
。
小
原
國
芳
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
、
キ
リ
ス
ト
教
の

女
学
校
や
中
学
校
で
は
「
対
話
」、「
余
興
」、「
劇
」
と
い
っ
た
名
で
芝
居

上
演
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
日
の
よ
う
な
学
芸
会
が
公
立
の
小
学
校
で

行
わ
れ
、
一
般
に
広
ま
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
る
（
二
七
二
）。
し
か
し
、「
対
話
」、「
余
興
」、「
劇
」
は
、
実
際
に
は

成
女
を
含
む
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
女
学
校
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
成
女
で

『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
が
上
演
さ
れ
た
四
か
月
後
に
、
石
川
県
立
第
一
高
等

女
学
校
で
『
リ
ヤ
王
領
地
分
配
』
と
い
う
対
話
が
演
じ
ら
れ
た
（
井
上 

二

九
）。
ま
た
、
村
岡
花
子
を
モ
デ
ル
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
『
花
子
と

ア
ン
』
の
中
に
、
明
治
末
期
の
架
空
の
女
学
校
の
行
事
で
『
リ
ア
王
』
が

二
年
連
続
で
上
演
さ
れ
た
と
い
う
台
詞
が
あ
る
が
、
村
岡
の
母
校
の
東
洋

英
和
女
学
校
で
も
『
リ
ア
王
』
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

先
に
、
逍
遥
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
学
校
上
演
を
「
英
語
修
練
」
と
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関
連
づ
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
宮
田
の
場
合
は
、「
此
作
に
現

れ
た
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
は
、
実
に
心
あ
る
婦
人
の
心
と
す
べ
き
処
と

思
い
ま
し
た
か
ら
、
強
い
て
邦
文
に
移
し
て
見
た
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と

言
う
よ
う
に
、「
英
語
修
練
」
で
は
な
く
、「
心
あ
る
婦
人
」、
換
言
す
れ

ば
、
分
別
の
あ
る
女
性
に
な
る
た
め
の
「
精
神
修
養
」
と
い
う
目
的
が
あ

っ
た
よ
う
だ
（
五
〇
三
）。
そ
れ
に
し
て
も
、「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
と

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
「
意
気
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。『
日
本

国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
よ
れ
ば
、「
意
気
」
に
は
三
つ
の
定
義
が
あ
る
。

即
ち
、「（
一
）
心
に
溢
れ
る
元
気
。
気
合
。
気
概
。
い
き
ご
み
」、「（
二
）

気
だ
て
。
心
ば
え
。
気
ま
え
。
気
性
。
気
風
」、「（
三
）
意
気
地
の
あ
る

こ
と
。
心
意
気
」
で
あ
る
。
こ
の
中
の
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か

も
、
意
気
が
何
を
示
す
か
も
、
作
品
を
読
ま
な
い
こ
と
に
は
分
か
ら
な
い

が
、
宮
田
が
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
を
、
女
学
生
に
と
っ
て
理
想
の
女
性
と
し

て
提
示
し
た
こ
と
は
確
か
だ
。

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
、
明
治
期
の
『
リ
ア
王
』
の
翻
訳
・
翻
案
で
は
通

常
、「
孝
女
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
が
、『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
で
は
、
父
の

圧
力
に
屈
せ
ず
自
己
の
信
念
を
貫
く
反
骨
精
神
の
強
い
娘
と
し
て
描
か
れ

る
。
ま
た
本
作
品
で
は
、
原
作
と
異
な
り
、
宮
廷
を
去
る
際
に
コ
ー
デ
ィ

ー
リ
ア
は
泣
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
興
味
深
い
特
徴
が
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
本
作
品
に
特
化
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
土
谷
桃

子
は
、
明
治
期
の
『
リ
ア
王
』
受
容
に
関
す
る
論
文
の
一
部
と
し
て
『
コ

ル
デ
リ
ア
姫
』
を
取
り
上
げ
、
先
に
見
た
「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
の
箇

所
を
引
用
し
、
本
作
品
が
「
女
子
教
育
の
視
点
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
論
じ
る
が
、
具
体
的
な
説
明
は
な
い
。
内
丸
公

平
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
英
語
教
科
書
等
の
中
で
、
コ
ー
デ

ィ
ー
リ
ア
が
い
か
に
女
子
教
育
の
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
か
を
考
察

す
る
論
文
の
中
で
、
土
谷
と
同
様
に
「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
に
着
目
し
、

ト
書
き
の
例
な
ど
を
挙
げ
る
が
、
具
体
的
説
明
は
な
い
。
土
谷
も
内
丸
も
、

女
子
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
本
作
品
に
注
目
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、

両
者
共
に
テ
ク
ス
ト
の
詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
時
代
背
景
に
つ

い
て
の
説
明
も
な
い
。

本
稿
は
、『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
に
お
い
て
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
が
い
か
に

描
か
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
本
作
品
に
宮
田
の
女
子
教
育
論
が
い
か
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
ま

ず
、
明
治
期
の
女
子
教
育
の
背
景
と
女
学
生
の
反
骨
精
神
に
つ
い
て
論
じ
、

世
間
か
ら
何
か
と
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
た
女
学
生
た
ち
が
、
批
判
に
め
げ

ず
独
自
の
文
化
を
築
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』

に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
像
に
焦
点
を
当
て
、
同
時
代
の
『
リ
ア
王
』

の
翻
訳
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
特
異
性
を
検
証
す
る
。
最
後
に
、「
コ

ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
に
つ
い
て
、『
良
妻
賢
母
論
』
な
ど
で
論
じ
ら
れ
た
宮

田
の
女
子
教
育
論
を
基
に
探
究
す
る
。

一　

明
治
期
の
女
子
教
育
と
女
学
生
の
反
骨
精
神

「
女
学
生
」
と
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
存
在
し
て
い
た
「
高

等
女
学
校
」
に
通
う
一
二
歳
か
ら
一
七
歳
く
ら
い
ま
で
の
少
女
を
指
し
、
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お
よ
そ
現
代
の
女
子
中
高
校
生
に
当
た
る
。
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
で

は
、
男
女
の
役
割
は
別
で
あ
り
、
女
性
は
家
事
・
育
児
に
従
事
す
れ
ば
良

く
、
学
問
を
す
る
と
縁
遠
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
教
育
と
言
え
ば
、

「
三
従
四
徳
」
と
い
っ
た
儒
教
思
想
に
基
づ
く
『
女
大
学
』
な
ど
の
「
女
訓

書
」が
、
寺
子
屋
な
ど
で
教
材
と
し
て
使
わ
れ
た（
松
田 

一
二
六
―
二
七
）。

「
女
訓
書
」
は
、
中
村
桃
子
曰
く
「
女
性
の
た
め
の
マ
ナ
ー
本
」
で
、「
鎌

倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
、
明
治
・
大
正
時
代
ま
で
広
く
普
及
し
」、「
結
婚

す
る
娘
や
孫
に
儒
教
思
想
に
基
づ
い
た
女
性
と
し
て
の
振
る
舞
い
や
人
付

き
合
い
を
示
す
書
き
物
で
、
も
と
は
中
国
か
ら
は
い
っ
て
き
た
も
の
」
で

あ
る
（
三
二
）。

明
治
維
新
後
、
福
沢
諭
吉
や
植
木
枝
盛
な
ど
が
男
女
平
等
や
女
子
教
育

の
必
要
性
を
主
張
し
た
が
、
依
然
と
し
て
儒
教
的
な
男
尊
女
卑
思
想
が
主

流
を
な
し
て
い
た
（
岡 

五
九
―
六
〇
）。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
「
学

制
」
が
布
告
さ
れ
、
全
国
に
尋
常
小
学
校
が
設
置
さ
れ
る
と
、
男
女
身
分

に
関
係
な
く
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
女
子
に
学
問
は
不

要
で
あ
る
と
か
、
家
事
労
働
の
担
い
手
が
い
な
く
な
る
と
困
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
女
子
の
就
学
率
は
低
か
っ
た
（
斎
藤 

一
三
九
）。
文
部
科
学
省

に
よ
る
と
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
の
時
点
で
は
、
男
子
の
小
学
校

就
学
率
が
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
女
子
は
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
な
り
、
初
め
て
女
子
の
就

学
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
た
（「
四 

小
学
校
の
普
及
と
就
学
率
」）。

高
等
女
学
校
に
関
し
て
は
、
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
華
族
な
ど
家

柄
が
良
く
裕
福
な
家
の
娘
し
か
通
え
な
か
っ
た
が
、
女
子
の
小
学
校
就
学

率
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
女
学
校
の
就
学
率
も
増
加
し
た
。
特
に
、
一
八

九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
「
高
等
女
学
校
令
」
が
施
行
さ
れ
、
全
国
の
府
県

に
高
等
女
学
校
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
数
は
急
激
に
増
加
し
た
。
事

実
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
は
全
国
の
女
学
校
数
は
た
っ
た
五
校

で
、
生
徒
数
は
二
八
六
名
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に

は
三
七
校
、
八
八
五
七
名
と
そ
れ
ぞ
れ
増
え
、
そ
の
翌
年
は
五
二
校
、
一

一
九
八
四
名
へ
と
急
増
し
、
生
徒
数
は
一
万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
そ
の
翌

年
は
七
〇
校
、
一
七
五
〇
四
名
へ
と
増
え
た
（
兼
重 

八
四
）。

こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
、
女
性
の
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
雑
誌
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
先
駆
と
な
っ
た
の
が
、
日
本
最
初
の
女
性
向

け
雑
誌
、『
女
学
雑
誌
』
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
基
づ
く
啓
蒙
雑

誌
だ
っ
た
。「
女
学
」
と
は
「
女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
権
利
を
伸
長

し
、
女
性
を
幸
福
に
す
る
学
問
」
を
指
し
た
（
香
川
「
女
学
生
の
イ
メ
ー

ジ
」 

六
八
）。
明
治
女
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
巌
本
善
治
が
長
い
こ
と
そ

の
編
集
に
携
わ
り
、
島
崎
藤
村
、
北
村
透
谷
、
巌
本
の
妻
の
若
松
賎
子
ら

が
西
洋
文
学
の
翻
訳
な
ど
を
寄
稿
し
、
の
ち
の
『
文
学
界
』
の
母
体
と
な

っ
た
。四
巌
本
自
身
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
翻
案
や
評
論
な
ど
を
多
数
執

筆
し
た
。五
読
者
の
中
に
は
主
婦
や
知
的
な
層
の
男
性
な
ど
も
い
た
よ
う

だ
が
、
主
た
る
読
者
は
女
学
生
で
あ
っ
た
（
佐
竹 

六
〇
）。『
コ
ル
デ
リ

ア
姫
』
が
掲
載
さ
れ
た
『
女
学
世
界
』
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に

創
刊
さ
れ
た
大
衆
的
な
月
刊
誌
で
、
読
者
対
象
は
女
学
生
だ
っ
た
が
、
主

婦
層
に
も
人
気
が
高
く
、
売
れ
行
き
は
好
調
だ
っ
た
。
大
衆
的
と
は
雖
も
、

女
性
の
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
ド
イ
ル
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
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モ
ー
パ
ッ
サ
ン
な
ど
、
西
洋
文
学
の
翻
訳
も
掲
載
さ
れ
た
。

『
女
学
世
界
』
が
創
刊
さ
れ
た
明
治
末
期
に
は
、
女
学
生
を
ヒ
ロ
イ
ン

と
す
る
小
説
が
多
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
冒
頭
で
触
れ
た
女
学
生

小
説
『
夜
の
鶯
』
の
出
版
か
ら
一
五
年
後
、
即
ち
、
高
等
女
学
校
令
布
告

の
四
年
後
の
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
二
月
に
、
小
杉
天
外
の
『
魔
風

恋
風
』
と
い
う
連
載
小
説
が
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
、
大
反
響
を
呼

ん
だ
（『
女
学
生
ら
い
ふ
』）。
海
老
茶
袴
に
束
髪
（
西
洋
風
髪
型
）
で
自
転

車
通
学
を
す
る
典
型
的
女
学
生
と
男
子
大
学
生
と
の
恋
愛
を
主
軸
に
、
若

い
男
女
の
風
俗
を
描
い
た
小
説
で
あ
っ
た
。
他
方
、
当
時
の
現
実
の
世
で

は
、
女
性
が
袴
を
穿
い
て
自
転
車
の
サ
ド
ル
に
ま
た
が
る
の
は
「
は
し
た

な
い
」
と
思
わ
れ
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
批
判
が
殺
到
し
た
。

香
川
由
紀
子
は
、「
女
学
生
の
存
在
は
、
世
間
の
新
し
い
女
性
へ
の
期

待
を
象
徴
す
る
一
方
で
、『
慎
み
が
な
い
』、『
堕
落
女
学
生
』
な
ど
と
い

っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
背
中
合
わ
せ
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る

が
、
現
実
の
世
界
で
は
、
女
に
学
問
は
不
要
と
い
う
よ
う
な
儒
教
的
男
尊

女
卑
思
想
が
横
行
し
て
い
た
た
め
、「
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
」
の
方
が

主
流
で
あ
り
、
後
述
す
る
通
り
、
女
学
生
の
服
装
、
髪
型
、
言
葉
遣
い
に

対
す
る
批
判
が
多
数
あ
っ
た
。
ま
た
、
香
川
曰
く
、
女
学
生
を
表
す
言
葉

は
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
変
化
し
た
が
、「
生
意
気
」
と
「
お
転
婆
」
は
継

続
的
に
使
わ
れ
、「
明
治
時
代
女
学
生
を
形
容
す
る
の
に
最
も
多
く
使
用

さ
れ
」
た
（「
女
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
」  

五
四
）。
香
川
に
よ
る
と
、「
生
意

気
」
は
「
意
気
が
る
」
の
意
味
で
、「
意
気
」
は
「
意
気
地
」
を
示
す
。「
コ

ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
に
つ
い
て
は
後
で
論
じ
る
が
、
香
川
に
従
え
ば
お
そ

ら
く
先
の
定
義
の
三
つ
目
、「
意
気
地
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
女
学
生
の
「
生
意
気
」
で
「
お
転
婆
」
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
女

学
生
の
服
装
、
髪
型
、
言
葉
遣
い
と
い
っ
た
風
俗
に
よ
り
さ
ら
に
助
長
さ

れ
、
批
判
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
先
に
、「
女
訓
書
」
が
「
三
従
四
徳
」

に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、「
四
徳
」
は
女
性
が
守
る
べ
き

四
つ
の
こ
と
、「
婦
徳
」・「
婦
容
」・「
婦
言
」・「
婦
功
」
を
意
味
し
た
（
任 

一
八
〇
）。
こ
の
中
の
「
婦
容
」
と
「
婦
言
」
は
、
身
だ
し
な
み
や
言
葉
遣

い
に
関
す
る
規
範
で
あ
り
、
女
学
生
た
ち
は
そ
う
し
た
規
範
か
ら
逸
脱
し

た
た
め
に
、
批
判
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
に
女
学
校
が
設
立
さ
れ
た
頃
は
、
着
物
で
は
動
き
づ
ら
く
学

業
を
す
る
上
で
支
障
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
男
袴
が
制
服
と
し
て
採

用
さ
れ
た
が
、
男
袴
を
着
用
し
た
女
学
生
は
「
半
男
半
女
」
と
呼
ば
れ
た

り
、
生
意
気
だ
な
ど
の
批
判
を
多
く
受
け
、
そ
の
五
年
後
に
は
禁
止
さ
れ
、

代
わ
り
に
着
物
が
採
用
さ
れ
た
（
中
村 

九
九
―
一
〇
〇
）。
そ
の
後
、
洋

装
、
再
び
着
物
を
経
て
、
明
治
三
〇
年
頃
か
ら
海
老
茶
色
の
女
袴
が
定
着

し
た
（
本
田 

五
二
―
六
六
、『
女
学
生
ら
い
ふ
』）。

女
学
生
の
み
が
そ
の
批
判
の
的
と
な
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
束
髪
と
い

う
西
洋
風
の
髪
型
も
物
議
を
醸
し
た
。
明
治
時
代
に
な
り
、
男
性
は
「
散

髪
脱
刀
令
」
に
従
い
断
髪
を
し
た
が
、
女
性
の
断
髪
は
許
さ
れ
ず
、
江
戸

時
代
と
同
様
の
髪
形
を
し
て
い
た
（
岡 

五
三
―
五
四
）。
し
か
し
、
髷
を

結
う
に
は
時
間
と
お
金
が
か
か
り
不
経
済
だ
と
い
う
理
由
や
、
髷
の
油
が

不
衛
生
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
、
日

本
髪
を
廃
止
し
束
髪
を
推
奨
す
る
「
婦
人
束
髪
会
」
が
発
足
さ
れ
た
。
が
、
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他
方
で
は
、
伝
統
的
な
日
本
髪
を
支
持
す
る
者
も
お
り
、
束
髪
を
巡
り
メ

デ
ィ
ア
で
論
争
が
生
じ
た
。
西
洋
女
性
の
政
治
運
動
や
文
化
、
風
俗
を
紹

介
し
た
『
女
性
雑
誌
』
は
、「
束
髪
図
解
」
と
い
う
様
々
な
結
い
方
の
図
を

紹
介
し
束
髪
を
奨
励
し
た（
香
川
「
女
学
生
の
リ
ボ
ン
」
二
九
三
―
九
四
）。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
や
が
て
束
髪
は
女
学
生
の
間
に
広
ま
り
、
庇
髪
や

リ
ボ
ン
で
結
っ
た
髪
型
が
大
流
行
し
た
。

女
学
生
の
間
で
は
「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
や
「
書
生
言
葉
」
な
ど
独
特
の
言

葉
遣
い
も
流
行
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
言
葉
遣
い
に
対
し
て
は
、
男
袴

や
束
髪
に
対
す
る
よ
り
も
さ
ら
に
激
し
い
攻
撃
が
あ
っ
た
。「
て
よ
だ
わ

言
葉
」
と
は
「
〜
て
よ
」「
〜
だ
わ
」
で
終
わ
る
女
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
（
中

村 

一
〇
三
）。「
書
生
言
葉
」
は
今
の
大
学
生
ぐ
ら
い
の
年
齢
の
男
子
学

生
が
使
っ
て
い
た
言
葉
で
、
例
え
ば
、「
僕
」、「
我
輩
」、「
君
」、「
貴
様
」、

「
諸
君
」、「
失
敬
」、「
〜
ぜ
」
や
「
〜
給
へ
」
で
終
わ
る
言
葉
や
、
外
国

語
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
中
村 

八
九
）。
先
に
触
れ
た
「
四
徳
」
の
一
つ

「
婦
言
」
で
は
、
女
性
は
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
し
て
、
口
数
は
少
な
い
方

が
良
い
と
規
定
さ
れ
、
こ
の
教
え
は
「
女
訓
書
」
を
通
し
て
広
め
ら
れ
た

が
、
中
村
は
、
女
性
の
言
葉
遣
い
を
統
制
す
る
こ
と
で
男
性
が
女
性
を
支

配
し
よ
う
と
し
た
と
指
摘
す
る
（
三
三
―
三
四
）。「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
や

「
書
生
言
葉
」
を
使
う
女
学
生
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
規
範
に
背
い
た
た
め
、

激
し
く
非
難
さ
れ
た
。
例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』
で
は
、「
て
よ
だ
わ
言
葉
」

は
将
来
の
良
妻
賢
母
に
相
応
し
く
な
い
言
葉
と
し
て
批
判
さ
れ
た
（
中
村 

一
〇
四
）。
国
語
学
者
の
大
槻
文
彦
は
上
野
女
学
校
で
の
講
話
で
、「
今
女

学
校
で
流
行
る
『
よ
く
っ
て
よ
』
な
ど
い
う
言
葉
も
聞
き
に
く
い
」
た
め
、

上
品
で
慎
ま
し
や
か
に
話
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
（
中
村 

八
〇
）。
巌
本
も

『
女
学
雑
誌
』
の
中
で
、
女
学
生
が
「
き
た
」「
行
く
」
の
よ
う
な
丁
寧
で
な

い
言
葉
遣
い
に
加
え
、「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
や
「
書
生
言
葉
」
を
使
う
こ
と

を
批
判
し
た
（
中
村 

一
〇
六
）。

ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
女
学
生
た
ち
は
時
に
こ
れ
ら
の
女
言
葉

と
男
言
葉
を
混
ぜ
、「
あ
ん
な
事
を
遊
ば
し
て
や
が
る
ん
だ
と
さ
」、「
お

い
、
こ
う
遊
ば
す
ん
だ
よ
」
と
い
う
よ
う
に
使
っ
て
い
た
。
中
村
は
こ
う

し
た
言
葉
遣
い
を
す
る
女
学
生
に
つ
い
て
、「
気
取
っ
た
『
遊
ば
せ
』
を
乱

暴
に
使
っ
て
、『
遊
ば
せ
』
に
象
徴
さ
れ
る
規
範
的
言
葉
づ
か
い
に
対
す

る
抵
抗
を
示
し
て
い
る
」
と
解
釈
す
る
（
一
〇
七
）。「
抵
抗
」
と
い
う
表

現
は
注
目
す
べ
き
で
、
中
村
は
別
の
所
で
も
こ
の
言
葉
を
使
用
し
て
お
り
、

「
女
子
学
生
は
、『
男
女
は
等
し
く
教
育
を
受
け
る
べ
き
』
で
あ
る
が
『
女

に
は
男
と
は
異
な
る
役
割
が
あ
る
』
と
い
う
矛
盾
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な

抵
抗
と
し
て
こ
の
よ
う
な
言
葉
づ
か
い
を
始
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
論
じ
る
（
一
〇
四
）。
つ
ま
り
、
中
村
に
従
え
ば
、
女
学
生
た
ち
は

独
特
の
言
葉
遣
い
を
用
い
る
こ
と
で
、
男
尊
女
卑
思
想
を
押
し
付
け
よ
う

と
す
る
社
会
に
抵
抗
し
、
女
学
生
と
い
う
エ
リ
ー
ト
女
性
の
共
同
体
の
中

で
独
自
の
文
化
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

「
抵
抗
」
は
「
束
髪
」
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
女
学
生
た
ち

は
学
校
教
育
や
『
女
学
雑
誌
』
な
ど
の
啓
蒙
に
よ
り
、
西
洋
の
男
女
同
権

主
義
や
婦
人
参
政
権
運
動
に
励
む
女
性
た
ち
の
姿
を
知
り
、
日
本
の
封
建

主
義
的
価
値
観
を
疑
問
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
故
、
世
間

か
ら
批
判
を
受
け
て
も
、
西
洋
風
の
髪
型
を
取
り
入
れ
、「
て
よ
だ
わ
言
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葉
」
や
「
書
生
言
葉
」
を
使
い
続
け
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
論
じ
る
よ
う
に
、

宮
田
の
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
も
「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
を
用
い
て
い
る
が
、
リ

ア
の
非
難
を
物
と
も
せ
ず
に
自
己
の
意
志
を
貫
く
点
な
ど
、
女
学
生
と
共

通
す
る
点
が
多
い
。
お
そ
ら
く
宮
田
は
実
際
の
教
え
子
た
ち
を
モ
デ
ル
に

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
人
物
像
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　
『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
の
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
像　

明
治
期
の
日
本
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
を
「
孝
女
」
と
見
な
す
の
が

一
般
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
舞
台
化
さ
れ
た
『
リ
ア
王
』
は
、

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
京
都
南
座
で
初
演
さ
れ
た
高
安
月
郊
の
翻

案
『
闇
と
光
』
の
み
で
あ
る
が
、
月
郊
は
「『
闇
と
光
』
に
就
い
て
」
の
中
で
、

多
く
の
観
客
か
ら
受
け
入
れ
難
い
と
さ
れ
た
蘭
（
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
）
の

死
に
つ
い
て
語
る
際
に
、
蘭
を
「
孝
女
」
と
称
す
（
川
戸 
一
七
七
）。

　
『
女
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
巌
本
の
『
三み
た
り人

の
姫
』
に
つ
い
て
も
、
こ

の
解
釈
は
当
て
は
ま
る
。
こ
の
作
品
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
と
メ
ア
リ

ー
・
ラ
ム
の
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
（Tales from

 Shakespeare

）』（
一
八

〇
七
（
文
化
四
）
年
）
に
依
拠
し
、
ラ
ム
で
は
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
心
情

に
関
す
る
細
か
な
説
明
が
あ
り
、
彼
女
の
孝
心
が
原
作
よ
り
も
強
調
さ

れ
て
描
か
れ
て
い
る
が
、『
三
人
の
姫
』
で
は
「
孝
」
と
い
う
語
の
多
用
に

よ
り
、
ラ
ム
よ
り
も
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
宮
下
は
、

巌
本
の
『
理
想
佳
人
伝
（
第
一
章
）
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
理
想
コ
ル
デ
リ
ア

の
伝
』、『
三
人
の
姫
』、「
両
親
に
対
す
る
務
め
」
と
い
う
三
つ
の
翻
案
作

品
に
つ
い
て
、「
打
算
の
な
い
コ
ー
デ
リ
ア
の
孝
養
」
は
三
作
品
全
て
に

共
通
す
る
「
啓
発
な
訓
話
」
だ
と
指
摘
す
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ

り
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
姿
を
通
し
、
女
学
生
の
読
者
た
ち
に
親
孝
行
の

大
切
さ
を
説
い
た
の
で
あ
る
（
一
〇
）。

と
こ
ろ
が
、『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
の
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
孝
女
と
し
て

は
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
自
己
の
信
念
を
貫
く
た
め
に
、
父
の
圧

力
に
断
固
抵
抗
す
る
娘
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
宮
田
の
コ
ー
デ
ィ
ー
リ

ア
に
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
、
女
学
生
言
葉
の
使

用
、
リ
ア
へ
の
反
発
、
泣
か
な
い
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
三
点
に

着
目
し
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
検
証
し
、

そ
の
特
異
性
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
に
、
比
較
の
た
め
適
宜
、『
コ
ル
デ

リ
ア
姫
』
掲
載
の
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
戸
沢
姑
射
と
浅
野
和
三
郎
共
訳

の
『
リ
ア
王
』、
及
び
掲
載
八
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
坪
内
逍
遥
訳
『
リ
ア

王
』
も
参
照
す
る
。六

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
女
学
生
言
葉
は
、
冒
頭
の
愛
情
テ
ス
ト
の
場
で
傍

白
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
リ
ア
は
ま
ず
ゴ
ネ
リ
ル
に
、
自
分
を
ど
れ
だ
け

愛
し
て
い
る
か
尋
ね
る
、
虚
飾
に
満
ち
た
甘
言
で
リ
ア
を
喜
ば
す
ゴ
ネ

リ
ル
の
姿
を
見
た
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
、“W

hat shall C
ordelia speak?  

Love, and be silent” (1. 1. 62) 

と
傍
白
の
中
で
言
う
。
次
に
リ
ー
ガ
ン

が
同
じ
よ
う
な
台
詞
を
述
べ
た
後
に
は
、“Th

en poor C
ordelia! / And 

yet not so, since, I am
 sure, m

y love’s / M
ore ponderous than m

y 
tongue” (1. 1. 76.) 

と
傍
白
の
中
で
言
う
。
便
宜
上
、
こ
こ
で
は
最
初
の

傍
白
を
傍
白
一
、
次
の
傍
白
を
傍
白
二
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
宮
田
の
翻
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案
で
は
、
傍
白
一
は
、「
ま
あ
あ
ん
な
こ
と
が
、
よ
く
ま
あ
…
…
コ
ル
デ

リ
ア
は
ど
う
申
上
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
愛
し
奉
っ
て
は
居
る
。
が
い
や
い

や
黙
っ
て
居
り
ま
し
ょ
う
」（
五
〇
四
）。
傍
白
二
は
、「
マ
ア
何
た
る
事
、

妾
の
申
上
る
言
葉
は
な
い
。
妾
の
心
は
と
て
も
申
上
る
事
は
出
来
な
い
の

だ
け
れ
ど
」（
五
〇
五
）
と
な
っ
て
い
る
。

傍
白
一
の
「
ま
あ
あ
ん
な
こ
と
が
、
よ
く
ま
あ
」
と
傍
白
二
の
「
マ
ア

何
た
る
事
」
は
宮
田
の
加
筆
で
原
文
に
は
な
い
。
戸
沢
と
逍
遥
も
そ
の
よ

う
な
加
筆
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
加
筆
に
は
姉
二
人
の
発
言
、
即
ち

虚
言
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
憤
り
が
表
さ
れ
て
い
る
。「
ま
あ
」

「
よ
く
ま
あ
」「
マ
ア
何
た
る
事
」
と
い
う
「
ま
あ
」「
〜
こ
と
」
と
い
っ
た

女
言
葉
は
、「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
の
類
で
あ
る
。
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）

年
、
漫
画
雑
誌
『
東
京
パ
ッ
ク
』
に
『
荒
馬
物
語
』
が
連
載
さ
れ
た
が
、
こ

の
タ
イ
ト
ル
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
女
学
生
が
「
ア
ラ
マ
ア
」
を
口
癖
に
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、「
あ
ら
ま
あ
」
に
似
た
「
ま
あ
」
も
女
学
生
が
使

っ
て
い
た
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
（『
女
学
生
ら
い
ふ
』）。
同
様
に
、
前
述

の
『
魔
風
恋
風
』
で
は
女
学
生
や
若
い
女
性
が
し
ば
し
ば
「
ま
ア
」
と
言
う
。

ま
た
、「
〜
こ
と
」
も
明
治
期
の
女
学
生
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で

あ
っ
た
（
本
田 

八
〇
―
八
三
）。

次
に
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
二
つ
目
の
特
徴
、
リ
ア
へ
の
反
発
に
関

し
、
二
つ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
リ
ア
は
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
に
、
ど
れ
だ

け
自
分
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
か
と
尋
ね
、 “N

othing”

と
い
う
返
事
に

激
怒
す
る
。
そ
の
後
、
自
分
の
気
に
入
る
返
事
を
得
よ
う
と
何
度
も
問
い

詰
め
る
が
、
正
直
な
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
考
え
を
変
え
な
い
。
リ
ア
が
返

事
を
改
め
る
よ
う
言
う
と
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は“W

hy have m
y sisters 

husbands, if they say / Th
ey love you all? H

aply, w
hen I shall w

ed, / 
Th

at lord w
hose hand m

ust take m
y plight shall carry/ H

alf m
y love 

w
ith him

, half m
y care and duty. / Sure I shall never m

arry like m
y 

sisters / To love m
y father all” (1. 1. 99-104) 

と
返
答
す
る
。
こ
の
箇
所

は
宮
田
の
翻
案
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

あ
れ
程
姉
君
た
ち
は
何
も
か
も
打
捨
て
て
、
あ
な
た
を
愛
す
る
と

お
っ
し
ゃ
る
程
な
ら
、
何
故
御
縁
付
き
な
さ
れ
ま
し
た
ろ
う
。
若

し
妾
も
縁
付
き
ま
す
る
よ
う
な
事
が
御
座
り
ま
す
れ
ば
、
連
れ
そ

う
郎
君
の
出
来
る
は
当
然
、
君
が
出
来
ま
す
れ
ば
、
其
御
方
の
為

に
私
の
半
分
の
愛
は
注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
事
。
是
が
妻
の
義
務
で
は

御
座
り
ま
す
ま
い
か
。
し
て
見
れ
ば
父
様
ば
か
り
を
愛
す
る
事
が

出
来
ま
し
ょ
う
か
。（
五
〇
六
）

宮
田
の
翻
案
は
、
最
後
の
二
行
を
除
い
て
は
、
戸
沢
・
浅
野
訳
と
逍
遥

訳
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。「
是
が
妻
の
義
務
で
は
御
座
り
ま
す
ま
い
か
」
は
、

宮
田
の
加
筆
で
あ
る
が
、“half m

y care and duty” 

の
誤
訳
か
も
し
れ
な

い
。「
し
て
見
れ
ば
父
様
ば
か
り
を
愛
す
る
事
が
出
来
ま
し
ょ
う
か
」
は

原
文
の “Sure I shall never m

arry like m
y sisters / To love m

y father 
all” 

に
対
応
す
る
が
、
宮
田
の
翻
案
で
は “like m

y sisters”

が
訳
出
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
一
般
論
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
実
際
、
宮
田
は
『
良
妻

賢
母
論
』
の
中
で
、
良
い
妻
に
な
る
に
は
夫
へ
の
愛
情
が
大
事
だ
と
い
う
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一
般
論
を
述
べ
る
際
に
、
こ
の
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。
宮
田
は
こ
の
引

用
に
つ
い
て
、
結
婚
後
、
妻
は
「
い
く
ら
子
と
し
て
そ
の
親
に
尽
す
べ
き

義
務
を
感
じ
て
居
て
も
、
今
ま
で
の
よ
う
に
全
然
其
の
義
務
の
た
め
に
働

き
出
す
自
由
は
、
或
る
程
度
ま
で
削
減
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
其

の
配
偶
者
と
合
意
の
上
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
大
義
を
も
果
た
す
べ
き
筈
の

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
意
見
に
賛
同
す
る
（
一

九
七
）。

こ
の
箇
所
は
原
文
で
は
全
て
肯
定
文
で
、
戸
沢
・
浅
野
も
逍
遥
も
、
肯

定
文
と
し
て
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
田
は
「
御
座
り
ま
す
ま
い
か
」、

「
出
来
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
よ
う
に
疑
問
文
に
書
き
換
え
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
自
ら
の
意
見
の
正
当
性
を
強
く
主
張
し
、

リ
ア
に
同
意
を
迫
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
こ
の
よ
う
に
宮
田
の
コ
ー
デ
ィ

ー
リ
ア
は
、
父
親
に
決
し
て
屈
せ
ず
自
分
の
意
志
を
貫
く
反
骨
精
神
の
強

い
女
性
と
し
て
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

似
た
よ
う
な
例
は
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
「
し
て
見
れ
ば
父
様
ば
か
り

を
愛
す
る
事
が
出
来
ま
し
ょ
う
か
」
の
す
ぐ
後
に
続
く
や
り
取
り
に
も
見

ら
れ
る
。

K
IN

G
 LEAR

. But goes thy heart w
ith this?

C
O

R
D

ELIA. Ay, good m
y lord.

K
IN

G
 LEAR

. So young and so untender?
C

O
R

D
ELIA. So young, m

y lord, and true. (1. 1. 105-08)

リ
ア　

夫
り
ゃ
そ
う
も
あ
ろ
う
。
じ
ゃ
が
そ
ち
は
ほ
ん
と
う
に
そ

う
思
う
て
か
。

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア　

は
ア
、

リ
ア　

左
様
な
事
を
申
す
は
今
の
若
い
も
の
の
癖
じ
ゃ
、
し
て
そ

ち
の
も
そ
の
若
い
為
に
つ
い
云
う
の
か
、
イ
ヤ
ま
た
こ
こ
ろ
が

や
さ
し
く
な
い
為
か
。

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア　

父
上
、
け
れ
ど
是
が
ほ
ん
と
と
は
思
召
し
ま

せ
ん
か
。（
五
〇
六
）

こ
の
箇
所
の
宮
田
の
翻
案
に
は
意
訳
や
加
筆
が
各
行
に
あ
る
。
ま
ず
、

リ
ア
の
一
つ
目
の
台
詞
の
「
夫
り
ゃ
そ
う
も
あ
ろ
う
」
の
部
分
は
宮
田
の

加
筆
で
あ
る
。
宮
田
の
リ
ア
は
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
考
え
に
同
意
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、『
良
妻
賢
母
論
』
で
示
し
た
よ
う
に
、
宮
田
自
身

が
こ
の
考
え
に
強
く
共
鳴
し
た
た
め
に
、
加
筆
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
リ
ア

に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
「
は
ア
」
と
い
う
返
答
は
そ
っ
け
な
い
が
、

戸
沢
・
浅
野
は
「
本
心
よ
り
で
厶
り
ま
す
」（
九
）、
逍
遥
は
「
は
い
、
本

心
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
九
）
と
丁
寧
に
訳
し
て
い
る
。
宮
田
の
コ
ー
デ
ィ
ー

リ
ア
の
返
事
は
そ
っ
け
な
さ
す
ぎ
て
、
父
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。　
　
　
　
　

リ
ア
の
「
左
様
な
事
を
申
す
は
今
の
若
い
も
の
の
癖
じ
ゃ
」
は
、
完
全

な
創
作
で
あ
り
、
聊
か
滑
稽
で
あ
る
。
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
当
時
の

女
学
生
は
何
か
に
つ
け
批
判
を
受
け
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を

日
常
的
に
耳
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
リ
ア
が
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
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が
そ
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
の
は
、
若
い
か
ら
か
優
し
く
な
い
か
ら
か
と

尋
ね
る
と
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
、
リ
ア
の
質
問
に
は
答
え
ず
逆
に
質
問

を
す
る
。
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
「
け
れ
ど
」
と
い
う
語
で
、
リ
ア
の
発
言

を
き
っ
ぱ
り
打
ち
消
し
、「
思
召
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
否
定
疑
問
文
を

使
う
こ
と
で
、
自
分
の
意
見
の
正
当
性
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
疑
問

文
と
い
う
点
で
は
、
先
程
の
「
御
座
り
ま
す
ま
い
か
」、「
出
来
ま
し
ょ
う

か
」
と
同
様
で
あ
る
が
、「
ま
せ
ん
」
と
い
う
否
定
が
入
る
分
、
よ
り
強
く

同
意
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
程
の
発
言
よ
り

も
、
さ
ら
に
熱
が
込
め
ら
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
毅
然
と
し
た
態
度
が

強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
特
徴
の
三
つ
目
、
泣
か
な
い
点
は
、
リ
ア
に
勘
当

さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
が
宮
廷
を
去
る
場
で
確
認
で
き
る
。
原
文
に
は 

“w
ith w

ashed eyes”

と
あ
り
、
こ
こ
で
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
泣
き
な
が
ら

台
詞
を
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Th
e jew

els of our father, w
ith w

ashed eyes
C

ordelia leaves you. I know
 you w

hat you are,
And like a sister am

 m
ost loath to call

Your faults as they are nam
ed. Love w

ell our father.
To your professed bosom

s I com
m

it him
 . . . . (1. 1. 270-74)

こ
の
箇
所
は
宮
田
の
翻
案
で
は
非
常
に
短
縮
さ
れ
、「
で
は
姉
君
様
達
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
御
父
様
を
御
大
事
に
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
。
あ
あ

あ
ん
な
に
御
父
様
を
、
…
…
す
ま
ぬ
事
で
あ
り
ま
し
た
。
然
し
云
っ
て
返

ら
ぬ
事
さ
ら
ば
御
暇
申
し
上
げ
ま
す
。
…
…
ど
う
ぞ
御
父
様
を
御
大
事

に
…
…
」（
五
一
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
戸
沢
・
浅
野
訳
で
は
、「
申
し
、
父
上
様
が
御
鐘
愛
の

姉
君
達
、
此
コ
ル
デ
リ
ア
は
涙
な
が
ら
、
御
暇
を
申
上
げ
ま
す
。
御
両
方

の
御
心
は
存
じ
た
妾
、
乍
去
妹
の
分
と
し
て
、
彼
是
と
今
申
上
げ
る
に
は

し
の
び
ま
せ
ぬ
。
只
だ
父
君
を
何
卒
御
大
切
に
遊
ば
し
ま
せ
。
仰
せ
ら
れ

た
通
り
の
孝
心
深
き
御
心
に
、
御
老
体
を
御
任
せ
申
し
ま
す
」（
二
一
―

二
二
）
と
な
っ
て
お
り
、
逍
遥
訳
で
は
「
父
上
御
鐘
愛
の
あ
な
た
が
た
へ
、

涙
に
浸
る
目
で
コ
オ
デ
リ
ヤ
が
お
別
れ
申
し
ま
す
。
あ
な
た
が
た
の
御
気

質
は
よ
う
知
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
妹
の
身
と
し
て
は
、
世
間
で
謂
う
あ

な
た
が
た
の
欠
点
を
口
に
す
る
に
忍
び
ま
せ
ん
。
父
上
に
孝
行
を
な
さ
れ

て
下
さ
い
。
口
に
出
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
あ
な
た
が
た
の
お
心
に
父
上
を

お
頼
み
申
し
ま
す
」（
二
〇
―
二
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
文
も
、
戸
沢
・
浅
野
も
、
逍
遥
も
、「
涙
」
に
言
及

し
て
い
る
が
、
宮
田
は
言
及
し
て
い
な
い
。
省
略
記
号
の
「
…
…
」
に
よ

っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
が
泣
い
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
解
釈
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
宮
田
の
作
品
に
は
所
々
に
ト
書
き
が
あ
る
た
め
、

も
し
泣
い
て
い
る
な
ら
ば
、「
泣
く
」
な
ど
の
ト
書
き
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
宮
田
の
泣
か
な
い
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
、
反
省
は
し
て
い
る
も
の

の
、
も
う
取
り
返
し
は
つ
か
な
い
と
ド
ラ
イ
に
割
り
切
る
よ
う
に
見
え
、

こ
れ
ま
で
の
場
面
と
同
様
、
こ
こ
で
も
彼
女
の
精
神
的
な
強
さ
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
る
。
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対
照
的
に
、
逍
遥
の
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
泣
き
虫
で
あ
る
。
逍
遥
は
、

リ
ア
と
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
や
り
取
り
の
後
半
で
、
リ
ア
に
「
親
に
怒
を

起
さ
す
よ
う
な
汝
、
生
れ
を
ら
な
ん
だ
が
ま
し
じ
ゃ
わ
い
」（
一
八
）
と
語

ら
せ
る
が
、
そ
の
直
後
に
、「
コ
オ
デ
リ
ヤ
泣
伏
し
て
い
る
」
と
い
う
ト

書
き
を
加
筆
し
て
い
る
。
こ
の
ト
書
き
は
、
原
作
に
も
、
戸
沢
・
浅
野
訳

に
も
、
宮
田
の
翻
案
に
も
な
い
。
逍
遥
の
解
釈
は
誇
張
気
味
で
は
あ
る
が
、

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
宮
廷
を
去
る
際
に
泣
く
と
捉
え
る
の
が
通
常
の
解
釈

で
、
巌
本
の
『
三
人
の
姫
』
で
も
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
が
「
涙
に
む
せ
」
ぶ
姿

が
描
か
れ
た
（
七
三
）。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
戸
沢
・
浅
野
は “your professed 

bosom
s”

を
「
孝
心
深
き
御
心
」
と
訳
し
、
逍
遥
は “Love w

ell our 
father” 

を
「
父
上
に
孝
行
を
な
さ
れ
て
下
さ
い
」
と
訳
し
、
ど
ち
ら
も
コ

ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
リ
ア
へ
の
「
孝
」
に
言
及
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
宮
田
の

翻
案
で
は
「
孝
心
」
や
「
孝
行
」
な
ど
の
語
は
ど
こ
に
も
現
れ
な
い
。
宮
田

が
、
結
婚
後
は
父
と
夫
へ
の
愛
情
は
半
々
に
な
る
と
い
う
コ
ー
デ
ィ
ー
リ

ア
の
考
え
に
共
鳴
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
宮
田
は
親
孝
行
に

あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、『
良
妻
賢
母
論
』
で
、

古
来
、
親
の
た
め
に
身
売
り
さ
れ
た
娘
が
「
孝
女
」
や
「
節
婦
」
と
見
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
た
り
、
結
婚
後
、
夫
婦
は
親
と
は
別
居
し
た

方
が
良
い
な
ど
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
窺
い
知
れ
る
（
一
六
、

二
五
〇
―
五
三
）。

こ
の
よ
う
に
『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
と
リ
ア
、

ゴ
ネ
リ
ル
、
リ
ー
ガ
ン
と
の
や
り
取
り
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
三
つ
の

特
徴
を
分
析
し
た
結
果
、
宮
田
の
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
一
貫
し
て
、
父
親

の
圧
力
に
も
め
げ
ず
に
自
己
の
信
念
を
貫
く
不
屈
の
精
神
を
持
っ
た
女
性

と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
は
じ
め
に
」
で
触

れ
た
「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
指
す
の
で
は

な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宮
田
は
、
成
女
の
生
徒
た
ち
に
コ
ー
デ
ィ
ー

リ
ア
の
反
骨
精
神
を
見
倣
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

次
の
最
終
節
で
は
、『
良
妻
賢
母
論
』
な
ど
で
論
じ
ら
れ
た
宮
田
の
女
子

教
育
論
を
参
照
し
な
が
ら
、「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
と
は
何
か
解
明
し

た
い
。

三　
「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
と
宮
田
脩
の
女
子
教
育
論

宮
田
の
『
良
妻
賢
母
論
』
は
、
良
き
妻
や
賢
い
母
に
な
る
た
め
に
、
女

性
は
家
庭
で
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
記
し
た
指
南
書
で
あ
る
。
宮
田
は
、

キ
ュ
リ
ー
夫
人
や
静
御
前
と
い
っ
た
実
在
の
人
物
か
ら
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ

ア
や
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
の
ポ
ー
シ
ャ
、『
人
形
の
家
』
の
ノ
ラ

と
い
っ
た
架
空
の
人
物
ま
で
、
様
々
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
理
想
的
な
妻

及
び
母
の
像
を
詳
述
す
る
が
、
特
に
宮
田
は
こ
の
中
で
、
福
澤
の
『
新
女

大
学
』
に
倣
い
、『
女
大
学
』
の
儒
教
的
な
男
尊
女
卑
思
想
を
徹
底
的
に
否

定
す
る
。
宮
田
の
見
解
は
、
現
代
で
は
古
臭
く
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
当
時
と
し
て
は
進
歩
的
な
考
え
で
あ
り
、
女
性
は
良
き
妻
、
賢
い
母

に
な
る
た
め
に
教
育
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
妻
は
夫
の
装
飾
品
・
所
有

物
・
使
用
人
で
は
な
い
と
主
張
し
た
り
、
妻
は
夫
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
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夫
の
こ
と
も
助
け
る
べ
き
だ
な
ど
説
き
、
妻
の
精
神
的
自
立
を
促
し
た
。

　

例
え
ば
、
宮
田
は
、
精
神
的
に
強
い
女
性
の
手
本
と
し
て
ポ
ー
シ
ャ
を

挙
げ
、
第
五
章
「
良
妻
た
る
資
質
」
の
中
で
、
良
い
妻
の
性
質
の
一
つ
と

し
て
、
夫
の
秘
密
を
守
る
こ
と
を
指
摘
す
る
際
に
、
ブ
ル
ー
タ
ス
の
秘
密

を
守
っ
た
ポ
ー
シ
ャ
の
例
を
紹
介
す
る
。
宮
田
曰
く
、
男
性
と
違
っ
て
女

性
は
理
性
よ
り
も
感
情
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
秘
密
を
口
外
し
た
く
な
る

性
質
が
あ
る
が
、「
自
尊
心
の
強
い
勝
気
の
」
ポ
ー
シ
ャ
は
秘
密
を
守
っ

た
点
で
優
れ
て
い
る
。
そ
し
て
宮
田
は
、
古
来
、
日
本
で
夫
が
妻
に
秘
密

を
打
ち
明
け
て
こ
な
か
っ
た
原
因
は
、
秘
密
を
口
外
す
る
と
い
う
女
の
弱

さ
に
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
情
け
な
い
と
言
い
、
妻
は
夫
に
関
す
る
こ
と
は

す
べ
て
把
握
し
、
普
段
か
ら
理
性
を
修
養
し
、
弱
い
感
情
を
抑
制
す
べ
き

だ
と
提
言
す
る
（
一
三
七
）。
当
時
の
日
本
で
は
夫
婦
間
の
精
神
的
交
流

が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
徳
富
蘆
花
も
「
日
本
婦
人
論
」
で
似
た
よ
う
な
見

解
を
示
し
て
お
り
、
妻
の
精
神
修
養
の
た
め
、
夫
婦
共
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
を
読
ん
だ
り
、
散
歩
す
る
な
ど
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
多
く
し
、
妻
は

夫
の
相
談
役
に
な
る
べ
き
と
提
唱
す
る
（
七
）。

　

女
性
の
精
神
力
に
対
す
る
宮
田
の
考
え
は
、
第
六
章
「
母
と
は
何
か
」

に
も
見
ら
れ
る
。
宮
田
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
女
性
の
人
格
が
尊
重
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
女
性
の
心
の
弱
さ
に
原
因
が
あ
る
と
述
べ
、
女
性

の
中
で
「
弓
折
れ
矢
尽
き
た
後
で
も
、
な
お
凛
と
し
た
点
が
あ
る
な
ど
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
、
剛つ
よ

い
健
気
な
気
性
の
あ
る
も
の
は
、
ま
ず
ま
ず
稀
で

あ
る
」
と
言
う
（
三
六
九
）。
そ
し
て
、「
女
子
の
優
美
は
之
を
愛
す
る
に

相
応
し
く
て
も
、
男
性
の
壮
美
の
よ
う
に
之
を
敬
う
に
は
如
何
か
と
思
わ

れ
る
」
と
述
べ
、
女
性
に
尊
重
に
値
す
る
性
質
が
な
い
こ
と
を
嘆
く
（
三

七
〇
―
七
一
）。

前
節
で
見
た
通
り
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
父
の
怒
り
に
屈
す
る
こ
と
な

く
自
ら
の
考
え
を
主
張
し
、
涙
を
流
す
こ
と
な
く
宮
廷
を
立
ち
去
る
が
、

彼
女
は
ま
さ
に
「
弓
折
れ
矢
尽
き
た
後
で
も
、
な
お
凛
と
し
た
点
が
あ
る

な
ど
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
剛
い
健
気
な
気
性
の
あ
る
も
の
」
で
あ
り
、

宮
田
の
言
う
尊
重
に
値
す
る
人
格
を
持
つ
女
性
に
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、

精
神
的
に
強
い
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
は
、
宮
田
に
と
っ
て
理
想
的
女
性
な
の

で
あ
る
。
こ
の
精
神
的
強
さ
こ
そ
が
、「
コ
ル
デ
リ
ア
の
意
気
」
で
あ
り
、

「
心
あ
る
婦
人
の
心
と
す
べ
き
処
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
者
が
言

う
「
意
気
」
は
、
第
二
節
で
も
ほ
ん
の
少
し
触
れ
た
が
、
や
は
り
「
意
気

地
」
の
意
味
だ
ろ
う
。

女
学
生
た
ち
は
、
世
間
の
人
た
ち
か
ら
生
意
気
と
思
わ
れ
、
何
か
と
批

判
の
対
象
に
な
っ
た
が
、
彼
女
た
ち
は
そ
う
し
た
批
判
に
屈
す
る
こ
と

な
く
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
守
り
抜
い
た
。
つ
ま
り
、
多
か
れ
少
な
か

れ
、
既
に
精
神
的
な
強
さ
は
備
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
宮
田
は
、
こ
の

よ
う
な
女
学
生
た
ち
の
生
意
気
さ
を
、
批
判
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
後
押
し
、

『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
の
中
で
も
「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
中
村
は
女
学
生
の
独
特
な
言
葉
遣
い
を
、
社
会
規
範

へ
の
「
抵
抗
」
と
称
し
た
が
、
宮
田
は
そ
の
よ
う
な
「
抵
抗
」
を
応
援
し
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
リ
ア
に
対
す
る
自
由
闊
達
な
言
動
か
ら
、
宮
田
の

女
学
生
た
ち
が
自
由
で
伸
び
伸
び
と
し
た
教
育
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
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わ
れ
る
が
、
事
実
、
成
女
は
か
な
り
自
由
な
校
風
の
学
校
で
あ
っ
た
。
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
刊
行
の
『
全
国
学
校
沿
革
史
』
に
よ
れ
ば
、
成
女
で

は
「
教
育
制
度
は
大
抵
高
等
女
学
校
令
に
依
り
し
が
、
繁
簡
宣
し
き
に
従

い
努
め
て
自
主
自
治
の
気
風
を
養
い
質
素
の
良
習
を
尚
び
た
り
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
同
資
料
に
よ
れ
ば
、
特
に
英
語
教
育
に
力
を
注
い
で
お
り
、
英
語

を
勉
強
す
る
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
に
入
ら
な
い
と
な
ら
な
い
が
、
そ

れ
は
一
般
家
庭
で
は
好
ま
れ
て
い
な
い
た
め
に
、「
本
校
は
宗
教
的
臭
味

を
帯
び
ず
し
て
こ
の
勃
興
せ
ん
と
す
る
進
歩
的
女
子
教
育
に
満
足
を
与

へ
む
が
為
め
に
力
を
用
い
た
る
な
り
」
と
の
こ
と
で
あ
る
（
神
辺 

一
三
）。

本
資
料
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
宮
田
が
校
長
を
務
め
て
い
た
頃
だ
が
、
こ

の
記
述
を
読
む
と
、
宮
田
が
儒
教
的
な
価
値
観
に
反
対
し
、
男
女
平
等
主

義
な
ど
の
西
洋
の
進
歩
的
な
考
え
に
共
鳴
し
、
精
神
的
に
強
い
女
性
を
理

想
と
し
た
こ
と
が
納
得
で
き
る
。

ま
た
、「
教
育
制
度
は
大
抵
高
等
女
学
校
令
に
依
り
し
が
」
と
い
う
点

も
興
味
深
い
。
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
樺
山
文
相
は
高
等
女
学
校
令
制

定
の
た
め
の
会
議
で
、
高
等
女
学
校
は
「
賢
母
良
妻
タ
ラ
シ
ム
ル
ノ
素
養

ヲ
為
ス
ニ
在
リ
、
故
二
優
美
高
尚
ノ
気
風
、
温
良
貞
淑
ノ
資
性
ヲ
涵
養
ス

ル
ト
倶
ニ
中
人
以
上
ノ
生
活
ニ
必
須
ナ
ル
学
術
技
芸
ヲ
知
得
セ
シ
メ
ン
コ

ト
ヲ
要
ス
」
と
発
言
し
た
。（「
三 

明
治
初
期
の
女
子
教
育
」）。
こ
の
「
高

等
女
学
校
令
」
の
理
念
で
は
、
女
学
生
は
「
賢
母
良
妻
」
に
な
る
た
め
に

「
優
美
高
尚
」、「
温
良
貞
淑
」
と
い
っ
た
気
質
や
、
中
流
以
上
の
生
活
に

必
須
な
「
学
芸
技
術
」
の
習
得
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し

た
通
り
、
宮
田
は
『
良
妻
賢
母
論
』
の
中
で
、「
女
子
の
優
美
」
は
愛
で
ら

れ
る
も
の
だ
が
、
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、「
剛
い
健
気
な
気

性
の
あ
る
も
の
」
を
理
想
的
女
性
と
し
た
が
、
こ
れ
は
国
家
の
理
想
と
す

る
女
性
像
と
は
真
逆
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
宮
田
は
、「
教
育
制
度
は
大

抵
高
等
女
学
校
令
に
依
り
し
が
、
繁
簡
宣
し
き
に
従
い
努
め
て
自
主
自
治

の
気
風
を
養
い
」
と
言
う
よ
う
に
、
国
家
の
教
育
理
念
に
完
全
に
従
っ
て

い
た
訳
で
は
な
く
、
さ
ら
に
『
帝
国
教
育
』
の
中
で
、「
我
国
の
女
子
教
育

の
方
針
の
如
き
も
思
い
切
っ
た
革
新
を
断
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
の

如
く
狭
義
の
良
妻
賢
母
主
義
や
、
何
と
云
っ
て
も
男
尊
女
卑
的
の
教
育
に

満
足
し
て
居
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
女
子
教
育
の
現
況

に
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
だ
（「
時
代
思
潮
」 

一
四
）。
宮
田
は
当
時
、
市

川
源
三
、
三
輪
田
元
道
と
共
に
、
東
都
高
等
女
学
校
長
の
権
威
と
さ
れ
、

『
帝
国
教
育
』は
全
国
の
影
響
力
の
あ
る
教
員
が
寄
稿
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
雑
誌
で
持
論
を
唱
え
る
こ
と
で
、
宮
田
も
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
と

同
様
、
権
威
に
対
し
不
屈
の
精
神
で
抵
抗
し
た
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

宮
田
は
『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』
に
お
い
て
、
父
の
圧
力
に
断
固
と
し
て
抵

抗
し
、
自
ら
の
信
念
を
貫
き
通
す
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
を
理
想
的
な
女
性
と

し
て
描
き
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
女
学
生
た
ち
の
手
本
と
な
る
こ

と
を
願
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
男
尊
女
卑
思
想
が
蔓
延
る
中
、
女
学

生
に
対
す
る
世
間
の
風
当
た
り
が
強
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
宮

田
が
、
敢
え
て
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
に
「
て
よ
だ
わ
言
葉
」
で
語
ら
せ
た
の
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は
、
女
学
生
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
コ
ー
デ

ィ
ー
リ
ア
の
精
神
的
な
強
さ
を
、
よ
り
簡
単
に
理
解
し
、
見
倣
っ
て
も
ら

う
と
い
う
教
育
的
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
家
父
長
制
社
会
に
お
い

て
、
女
学
生
た
ち
は
常
に
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
よ
う
な
圧
力
を
、
父
親

や
社
会
か
ら
か
け
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
と
リ
ア

の
や
り
取
り
を
見
て
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
に
共
感
や
感
情
移
入
を
す
る
女

学
生
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
女
学
生
が
、
父
親

な
ど
の
年
長
者
か
ら
服
従
を
強
い
ら
れ
、
不
本
意
な
が
ら
も
自
分
の
意
見

を
曲
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
特

に
リ
ア
の
「
左
様
な
事
を
申
す
は
今
の
若
い
も
の
の
癖
じ
ゃ
」
と
い
う
宮

田
の
加
筆
は
、
実
生
活
で
彼
女
た
ち
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
と
推
測

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
反
撃
、「
父
上
、
け
れ

ど
是
が
ほ
ん
と
と
は
思
召
し
ま
せ
ん
か
」
は
、
彼
女
た
ち
に
は
痛
快
に
聞

こ
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

宮
田
が
西
洋
文
学
に
精
通
し
、
西
洋
文
化
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
、

『
良
妻
賢
母
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
古
今
東
西
の
偉
人
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。
宮
田
は
西
洋
文
化
に
明
る
か
っ
た
た
め
に
、
男
女

平
等
主
義
や
女
子
教
育
の
重
要
性
な
ど
、
進
歩
的
な
考
え
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
宮
田
は
し
ば
し
ば
『
女
大
学
』
を
批
判
し
た
が
、
開
国

後
、
何
一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
も
、
依
然
と
し
て
封
建
主
義
的
な
価
値
観

が
横
行
す
る
社
会
に
対
し
、
不
満
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
等
女
学

校
令
が
公
布
さ
れ
、
女
子
の
中
等
教
育
機
関
へ
の
門
戸
が
広
が
っ
た
も
の

の
、「
優
美
高
尚
」
や
「
温
良
貞
淑
」
を
求
め
る
良
妻
賢
母
主
義
教
育
が
教

育
理
念
の
中
心
に
あ
り
、
ま
さ
に
宮
田
が
言
う
通
り
、「
就
中
女
子
教
育

は
未
だ
何
処
か
に
『
女
大
学
』
時
代
の
古
い
習
慣
に
囚
は
れ
て
」
い
た
の

で
あ
る
（「
時
代
思
潮
」
一
四
）。
宮
田
も
良
妻
賢
母
主
義
者
で
は
あ
っ
た

が
、『
良
妻
賢
母
論
』
で
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
男
女
平
等
主
義
に
基
づ

き
、
女
性
の
教
育
や
自
立
を
主
張
し
た
た
め
、
国
家
と
は
見
解
を
異
に
し

て
い
た
。
宮
田
は
女
子
教
育
を
改
良
す
べ
く
、
様
々
な
本
や
雑
誌
で
自
説

を
唱
え
、
校
長
と
し
て
も
様
々
な
会
議
で
積
極
的
に
発
言
を
し
た
よ
う
だ

が
、
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
が
自
身
の
考
え
の
正
し
さ
を
信
じ
、
不
屈
の
精
神

で
何
度
も
リ
ア
に
抵
抗
し
た
よ
う
に
、
宮
田
も
自
身
の
教
育
理
念
の
正
し

さ
を
信
じ
て
権
威
に
し
ぶ
と
く
抵
抗
し
た
に
違
い
な
い
。
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井
上
好
人
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
『
良
妻
賢
母
』
主
義
と
高
等
女
学
校

生
徒
の
実
践
意
識

―
校
友
会
活
動
と
し
て
の『
演
習
会
』の
考
察
か
ら
」、

『
金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
九
年
、
二
五
―

三
四
頁
。 

巌
本
善
治
『
女
子
読
本
』、『
女
学
雑
誌
』
第
一
四
五
号
、
一
八
八
九
年
、

二
―
四
頁
。

 

『
女
子
読
本
』、『
女
学
雑
誌
』第
一
四
七
号
、
一
八
八
九
年
、
五
頁
。

 

『
三
人
の
姫
』、『
女
学
雑
誌
』第
七
三
号
、一
八
八
七
年
、
四
九
―
五
一
頁
。

 

『
三
人
の
姫
』、『
女
学
雑
誌
』第
七
四
号
、
一
八
八
七
年
、
七
三
―
七
五
頁
。

 

『
三
人
の
姫
』、『
女
学
雑
誌
』第
七
五
号
、
一
八
八
七
年
、
八
九
―
九
〇
頁
。

 

『
三
人
の
姫
』、『
女
学
雑
誌
』第
七
六
号
、
一
八
八
七
年
、
一
一
〇
―
一
一

頁
。

 

『
理
想
佳
人
伝
（
第
一
章
） 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
理
想
コ
ル
デ
リ
ア
の
伝
』、

『
女
学
雑
誌
』
第
四
八
号
、
一
八
八
七
年
、
一
五
三
頁
。

岡
満
男
「
婦
人
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
軌
跡（
一
）―
男
尊
女
卑
の
生

活
秩
序
を
め
ぐ
っ
て
」、 『
評
論
・
社
会
科
学
』
第
一
五
号
、
一
九
七
九
年
、

五
二
―
七
二
頁
。

岡
田
章
子
「『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
改
良
主
義
と
文
学

―

『
文
学
場
』
の
形
成
に
お
け
る
そ
の
意
義
」、『
社
会
学
評
論
』
第
六
〇
号
、

二
〇
〇
九
年
、
二
四
二
―
五
八
頁
。

小
原
國
芳
『
道
徳
教
授
革
新
論
・
学
校
劇
論
・
理
想
の
学
校
』、
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
八
〇
年
。

香
川
由
紀
子
「
女
学
生
の
イ
メ
ー
ジ

―
表
現
す
る
言
葉
の
移
り
変
わ
り
」、

『
言
葉
と
文
化
』
第
六
号
、 

二
〇
〇
五
年
、
五
三
―
七
〇
頁
。

 

「
女
学
生
の
リ
ボ
ン

―
服
飾
に
見
る
近
代
女
性
モ
ラ
ル
の
変
容
」、『
東

京
女
子
大
学
紀
要
論
集
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
九
一
―
三
〇

七
頁
。

兼
重
宗
和
「
明
治
申
期
の
女
子
教
育
に
つ
い
て

―
と
く
に
井
上
毅
を
中

心
と
し
て
」、『
徳
山
大
学
論
叢
』
第
一
三
号
、
一
九
七
九
年
、
七
五
―

九
〇
頁
。

川
戸
道
昭
編『
明
治
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

―
明
治
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア《
総

集
編
》
一
』
大
空
社
、
二
〇
〇
四
年
。

川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
編
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
図
絵

―
明
治
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
《
総
集
編
》
二
』、
大
空
社
、
二
〇
〇
四
年
。

神
辺
靖
光
「
逸
話
と
世
評
で
綴
る
女
子
教
育
史
（
七
四
）」、『
現
代
の
大
学

問
題
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
史
研
究
を
求
め
て
』
第
七
四
号
、
二
〇
二

一
年
、
一
〇
―
一
三
頁
。

国
立
国
会
図
書
館
「
第
一
四
八
回
常
設
展
示
『
女
学
生
ら
い
ふ
』」、
二
〇

〇
七
年
、rnavi.ndl.go.jp/kaleido/entry/jousetsu148.php

。
二
〇
二

二
年
一
月
五
日
ア
ク
セ
ス
。

斉
藤
泰
雄「
教
育
に
お
け
る
男
女
間
格
差
の
解
消

―
日
本
の
経
験
」、『
国

立
教
育
政
策
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
三
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
三
七
―

四
九
頁
。

佐
竹
久
仁
子
「
日
本
語
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
形
成
を
め
ぐ
っ
て

―『
女
学

雑
誌
』
の
言
説
（
一
）」、『
こ
と
ば
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
二
年
、
五
九

―
七
〇
頁
。

土
谷
桃
子
「
明
治
期
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
リ
ア
王
（K

ing Lear

）』
の
受
容
」、

『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
』、
第
三
三
巻
、
二
〇
〇
七
年
、
二
九
―
四
五
頁
。

坪
内
逍
遥
訳
『
リ
ア
王
』、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
二
年
。

徳
富
蘆
花「
日
本
婦
人
論（
第
三
）」、『
国
民
之
友
』第
三
号
、
一
八
八
七
年
、

一
―
三
頁
。

戸
沢
姑
射
・
浅
野
和
三
郎
訳
『
沙
翁
全
集
第
五
巻　

リ
ア
王
』、
大
日
本
図

書
、
一
九
〇
六
年
。

中
村
桃
子
『
女
こ
と
ば
と
日
本
語
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。
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日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会 

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』、
第
二
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
―
〇
二
年
。

任　

夢
渓
「
貝
原
益
軒
の
女
訓
思
想
に
つ
い
て
」、『
文
化
交
渉
』
第
三
巻
、

二
〇
一
四
年
、
一
七
三
―
九
〇
頁
。

「
波
乱
の
大
文
学
会
」、『
花
子
と
ア
ン
』、
中
園
ミ
ホ
、
第
二
五
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

二
〇
一
四
年
。

本
田
和
子
『
女
学
生
の
系
譜
・
増
補
版

―
彩
色
さ
れ
る
明
治
』、
青
弓
社

ル
ネ
サ
ン
ス
、
二
〇
一
二
年
。

松
田
智
子
「
近
世
に
お
け
る
女
子
教
育
史
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
江
戸

時
代
末
期
の
女
子
教
育
に
つ
い
て
」、『
奈
良
学
園
大
学
紀
要
』
第
三
号
、

二
〇
一
五
年
、
一
二
五
―
三
四
頁
。

宮
下
襄
「
巌
本
善
治
・
女
学
雑
誌
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」、『
巖
本
』
第
三
号
、

一
九
九
七
年
、
三
―
二
〇
頁
。

宮
田
脩
『
コ
ル
デ
リ
ア
姫
』、『
女
学
世
界
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
九
〇
四
年
、

五
〇
三
―
一
一
頁
。

 

「
時
代
思
潮
と
女
子
教
育
方
針
」、『
帝
国
教
育
』
第
四
四
四
号
、
一
九
一

九
年
、
一
一
―
一
四
頁
。

 

『
良
妻
賢
母
論
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
。

文
部
科
学
省
、「
三 

明
治
初
期
の
女
子
教
育
」、『
文
部
科
学
省
』、w

w
w.

m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1317595.htm

。

二
〇
二
二
年
一
月
三
日
ア
ク
セ
ス
。

「
四 

小
学
校
の
普
及
と
就
学
率
」、『
文
部
科
学
省
』、w

w
w.m

ext.go.jp/
b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1317590.htm

。
二
〇
二
二
年

一
月
三
日
ア
ク
セ
ス
。

註一  

本
稿
で
明
治
期
の
文
献
を
引
用
す
る
際
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
る
。

ル
ビ
に
関
し
て
は
、
特
殊
な
読
み
方
の
漢
字
や
現
代
で
は
あ
ま
り
用
い

ら
れ
な
い
漢
字
を
除
き
、
省
略
す
る
。
ま
た
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
現

代
仮
名
遣
い
に
改
め
る
。

二  

内
丸
公
平
に
よ
る
と
、
一
八
八
六（
明
治
一
九
）年
か
ら
一
九
四
六（
昭

和
二
一
）
年
年
ま
で
の
間
に
使
用
さ
れ
た
国
産
の
検
定
英
語
教
科
書
九

三
点
の
内
、『
リ
ア
王
』
の
掲
載
回
数
は
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
と
並
び
一
七

回
で
、『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』（
六
九
回
）の
次
に
多
い（
三
五
）。『
リ
ア
王
』

を
掲
載
し
た
教
科
書
一
七
点
の
内
、
女
学
校
用
の
も
の
は
一
〇
点
と
多

い
（“Teaching Shakespeare”

表
一 

八
三
）。

三  

『
リ
ア
王
』
が
掲
載
さ
れ
た
『
女
学
雑
誌
』
と
『
女
学
世
界
』
の
詳
細
は

第
一
節
で
述
べ
る
。

四  

『
女
学
雑
誌
』
と
『
文
学
界
』
の
関
係
は
岡
田 

二
四
二
―
五
五
を
参
照
。

五  

『
女
学
雑
誌
』
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宮
下 

三

―
二
〇
を
参
照
。

六  

宮
田
が
ど
の
版
の
『
リ
ア
王
』
を
参
照
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
、

原
文
か
ら
の
引
用
に
は
Ｒ
・
Ａ
・
フ
ォ
ー
ク
ス
の
版
を
使
用
す
る
。


